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移住者 side 

 

えひめ移住者 Special Interview！ 

 だから、私は愛媛
こ こ

にいる Vol.６  
                   2016. NOVEMBER 

【上島町岩城島】古川泰弘さんと砂川恵さん 

「島の人は優しい。いつか手を差し伸べてくれる」(古川さん) 

 

移住ってなんだろう。引越しとも転職とも、何かが少し違う。その違いは、人とのかかわりなのかもしれない。 

新しい土地に飛び込んだ人たちと話をすると、地元で暮らしをサポートした人たちの姿が見えてくる。 

同じ土地で暮らす「先輩」と「後輩」 

それぞれの視点から、移住を見てみたい。そんな思いから、移住者を尋ねて、こう聴くことにした。 

「あなたの愛媛暮らしを支え、応援してくれた人はいますか」 

 

瀬戸内海にぽっかりと浮かぶ島々。架橋によって多くが四国

本土や本州と結ばれるなか、他島と橋でつながっていない島が

ある。愛媛県上島町岩城島。台風などの自然災害の影響を

受けづらい島ではレモンの栽培が盛んに行われ「青いレモンの

島」と呼ばれている。 

京都府出身の古川泰弘さんはこの島に移住し、就農。6年

後に農業法人を立ち上げた。名前は島の愛称と同じ「ブルーレ

モンファーム」だ。 

古川泰弘さん。京都府出身。建設関係の仕事をしていた平

成 1５年、岩城村(現上島町)に移住。１年半の農業研修を

経て、17年 4月に就農。21年に株式会社「ブルーレモンファ

ーム」を設立し、代表に就任。レモンやみかんなどを主に栽

培。移住者の受け入れや就農研修にも取り組んでいる。 

 

レモンを手にする「ブルーレモンファーム」代表の古川泰弘さんと妻の由希子さん 
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■反骨心に火をつけた「役場の手紙」 

「農業で食べるのは、そんなに簡単ではありません」 

今から 15 年ほど前、古川泰弘さんのもとに一通の手紙

が届いた。新規就農を目指し、相談の手紙を送った岩城

村(現上島町)役場からの返事だった。当時は移住が一般

的ではなく、新規就農者をサポートする制度もなかった。暗

に移住を断るような島の姿勢が、34 歳の血気盛んな古川

さんの心に火をつけた。「そこまで言うなら、やったるわ」 

平成 15 年に妻の由希子さん、母の信子さんと岩城島

に移住し、自力で農業を始めようとしたが、借りた農地はジ

ャングルのように草木が生い茂る場所。生まれて初めて鎌を

持ち、土地を整備し始めた途端に鎌で指を切った。人力で

の整地に限界を感じ、パワーショベルを買おうと思ったが、先

立つものがない。島の重機販売会社に３ヶ月通って、80

万円のパワーショベルを 60万円にまで値切って購入した。 

重機の導入で整地は進んだが、いざ野菜を栽培しようと

しても水をやる加減すら分からない。地元の農家に通い、

１年半をかけて農業のノウハウを教わった。17 年４月に就

農し、野菜の出荷を始めたが、思うような収入にはつながら

なかった。 

■成功を呼んだ、こだわりのなさ 

「みんなが同じものを作り、市場にたくさん出回っている時

期に出荷すれば、価格は安くなる」 

市場の原理に気が付き、売り方を変えた。企業や飲食

店に営業し、企業が必要とする野菜を必要な量だけ栽培

することで、収益をあげた。企業と契約するには、個人では

相手にされない場合も多く、21 年には株式会社「ブルーレ

モンファーム」を設立。主力のレモンとミカンのほかに１アール

の畑で野菜も栽培している。 

振り返ると、移住を決めた時から大きなこだわりはなかっ

た。海のある田舎にあこがれ、沖縄への移住も考えたが実

家のある京都までの距離を考えて断念した。偶然、訪れた

岩城島でみかけたレモンが、晩酌の焼酎にしぼって入れてい

たものだと知り、縁を感じた。京都まで車で３時間。「失敗

したら、京都に帰ればいい」。そんな気持ちだった。 

農業にも強いこだわりがあったわけではない。京都では建

築会社に勤めていたが、移住で生活が変わるのなら「やった

ことのない農業に挑戦しよう」と思ったことがきっかけ。 

「この『こだわりのなさ』が幸いしたのかもしれない」と由希

子さんは言う。企業や飲食店の要望に応じて栽培する野

菜を切り替えることができたのも、自分たちのこだわりがなか

ったからだ。 

 

■移住から 14 年目 考える島での 10 年後 

現在、田舎で就農を希望する人が増えている。岩城島に

も理想を抱いた就農希望者がやってくるが、泰弘さんは「こだ

わりが強すぎると、買い手が見えなくなる」と警鐘を鳴らす。栽

培方法や品種にこだわって栽培するが、「収穫して初めて売り

先を考える」人が多く、買い手のニーズと合わず、思ったような

収益を上げられないこともある。 

泰弘さんは、移住前に役場から言われた言葉に実体験を

重ねて、こう口にする。「農業で生計を立てるには最低でも月

に 15万円は稼がなくてはいけない。でも、この 15万円を稼ぐ

ことは簡単なことではない」 

岩城島に移り住んでからずっと、目の前だけを見て走り続け

てきた。生計を立てるために販路を開拓し、契約に必要と考

え会社を立ち上げた。どれも、目指したわけではなく、「流れ

で」そうなった結果だ。 

「移住生活の不安に慣れるのが３年目。何とか生活してい

けると思ったのが５年目。経営者としてやっていけると感じられ

たのは最近のこと」 

移住から 14 年目にして、ようやく「島での 10 年後」を考え

られる余裕が出てきた。反骨心から始まった青いレモンの島で

の移住生活は、これから新たなステージを迎えるのかもしれな

い。 

 

ブルーレモンファームの主力商

品のレモン(写真上)。ミカンや

レモンは生果のほかにジュース

(写真下)に加工し、首都圏の結

婚式場やレストランに販売して

いる。 
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■地元の人に「頼られる」喜び提供 

  現在では、移住者の受け入れ側にまわることの多くなった

古川さんにも、新しい仲間に手を差し伸べる島民の優しさが

受け継がれている。県外での就職フェアや上島町が参加する

離島イベントなどに参加し、移住希望者と直接、話をする。

希望者には会社で管理する農地を貸したり、農業を指導し

たりして、就農をサポートする。 

その際に心掛けていることが、「頼られる喜びを提供する」

ことだ。古川さん自身、農業への姿勢を認められ、仕事の会

話ができるようになっても、仕事を超えた人間関係を築くこと

が難しかった。島民との距離感を図りかねているときに、困り

ごとを相談され、「島の人に信頼されている」と感じられるよう

になった。それ以来、島の人からの頼まれごとは断らない。そ

して、現在では頼まれごとの一部を新たな移住者に提供して

いるという。 

「移住したての時期は想像以上に孤独。その時に、誰か

に頼りにされることは本当に心強いと思う」 

そう話す古川さんは将来的に、農業体験と移住体験を両

立できるような施設の運営を考えている。島の人から受けた

優しさに移住者ならではの経験を追加し、岩城ならではの移

住支援に取り組むつもりだ。 

■苦労知るからこその困惑 

「農業が軌道に乗っても、悠々自適とはほど遠い生活。

『島のもんでも農業をいやがるのに、都会の若い人がどん

な気持ちで来たんやろうか』。そう思ったよ」 

自宅の庭で、精米機が音を立てる。妻と息子夫婦の

家族総出で行う精米作業の手を止めて、上島町岩城島

の農家、砂川恵さんはこう口を開いた。 

島で生まれ育ち、農家になった。だが、農業だけで生計

を立てることは難しく、40 歳の時に島にできた造船所に就

職。定年まで造船所で働くかたわら農業を行い、家計を

支えた。水の条件が良いとは言えない島での農業。その

難しさを、身を持って知っているからこそ、都会でのサラリー

マン生活を捨てて就農した古川泰弘さんの決断が理解で

きなかった。 

古川さんが京都から移住したころ、砂川さんをはじめと

した島民はみな、同じような気持ちで古川さんを見てい

た。「すぐに帰るやろう」 

だからといって、放っておくわけではない。砂川さんは、こ

とあるごとに古川さんの倉庫を訪れて声をかけた。頼まれる

と、惜しむことなく農業のノウハウを教えた。いつしか、黙々

と農作業に打ち込む古川さんの評価は「頑張り屋」に変わ

っていた。 

■「島の人は優しい」 

岩城村と周辺の町村が合併して誕生した上島町は、

移住・定住促進に積極的に取り組んでいる。就業・就職

の奨励金や結婚祝い金など独自の支援策を打ち出し、

若者の定住を促している。企業などが少ない島で、農業

は貴重な就労の場。町は１週間、20日、２年と３段階

で就農体験・研修ができる制度を設け、新規就農をサポ

ートしている。 

全国的に移住が広がり、行政の姿勢も変わった。島に

も就農を目的に移住する人が増えたが、ずっと暮らしてき

た砂川さんにとっての島は変わらない。移住者を見ると「空

気はいいし静かだけど、どうしてわざわざこんな島に」と首を

かしげたくなる。年金生活の世代ならともかく、小さな子供

いるような世代ならなおさらだ。 

それでも、移住者が来ることに「悪い印象はない」から、

新たな仲間に声をかけ、手を差し伸べるのだ。古川さんは

言う。「島の人は優しいんです。自分が頑張っていれば、そ

のうち助けてくれる」 

 
地元 side 

砂川恵さん 岩城村(現上島町)出身。農家として独立後、40

歳のときに地元にできた岩城造船の製造拠点に就職。定年

まで会社員と農家を両立し、定年後は農家として活動してい

る。 

砂川恵さん(右)と古川泰弘さん(左)。砂川さんは移住間もない古川

さんのもとを訪れ、声をかけていた 



4 

 

 

上島町 岩城島 

 ブルーレモンファーム 

 古川さんが代表を務める農業法人。島特産のレモンやミカンなどのかん

きつ類のほか、ミニトマトやサンチュなどの野菜も栽培している。 

 レモンやミカンの果汁を首都圏の結婚式場やホテルなどにも販売するな

ど、販路を拡大し、インターネットでの販売も行っている。 

http://bluelemonfarm.jimdo.com/ 

愛媛県越智郡上島町岩城 3111 

上島町は平成 16年に弓削町・生名村・岩城村・魚島村の４町村合併で誕生した、愛媛

県で唯一、離島のみで構成される町。人口は 7234人(平成 28年 10月)。 

岩城島は 8.95 平方キロメートルの島で、レモン栽培のほか造船業も盛ん。隣接する因

島や井口島(いずれも広島県)や四国本土の今治市などからフェリーが就航している。 


